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１月 10日（日）に平成 27年度成人式が行われ、新成人の門出と同日から放送の真田丸の成功を祈って
バルーンリリースが行われました。
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成人式実行委員会・若い世代の声代表者（敬称略）

　

成
人
の
日
の
前
日
1
月
10
日
㈰
に
平
成

27
年
度
の
成
人
式
が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
成
人
を
迎
え
た
の
は
平
成
７

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
東
吾
妻
町
で
は

１
７
１
人
（
東
21
人
・
太
田
30
人
・
原
町

59
人
・
岩
島
32
人
・
坂
上
29
人
）
が
晴
れ

て
成
人
と
な
り
ま
し
た
。
式
に
出
席
し
た

新
成
人
は
、
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
仲

間
や
恩
師
と
の
再
会
に
喜
び
、
懐
か
し
い

顔
を
見
つ
け
て
は
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り

す
る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
新
成
人
で
組
織
さ
れ
た
成
人

式
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
準
備
が
行
わ

れ
、
式
当
日
の
司
会
進
行
な
ど
も
実
行
委

員
が
務
め
ま
し
た
。
式
典
は
実
行
委
員
長

後
藤
一
聖
さ
ん
が
『
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
、

地
域
や
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
』
と

挨
拶
を
し
幕
を
開
け
、
そ
の
後
町
長
を
は

じ
め
、
多
く
の
人
か
ら
の
祝
福
と
激
励
を

受
け
、
実
行
委
員
の
三
枝
千
紘
さ
ん
が
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

成
人
の
日
と
は
「
大
人
に
な
っ
た
こ
と

を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
抜
こ
う
と
す

る
若
者
を
祝
い
励
ま
す
」
こ
と
を
趣
旨
に

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
各
自
治
体
で
新
成
人
を
招
き
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
成
人
を

代
表
し
て
５
名
が
『
若
い
世
代
の
声
』
と

題
し
た
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意
な
ど
を

力
強
く
語
り
ま
し
た
。

平成 27 年度 成人式
　　- 晴れ着姿で新たな門出 -
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 新成人写真館

　各地区ごとの全体写真
とスナップ写真を掲載し
ます。撮影に協力してく
れた新成人の皆さんあり
がとうございました。

岩島地区新成人 坂上地区新成人

太田地区新成人東地区新成人

原町地区新成人
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　本日は新成人となる私たちのために、この
ような素晴らしい式典を催していただき、誠
にありがとうございます。中澤町長様をはじ
め、ご来賓・ご出席の皆様、またお祝いと激
励のお言葉をくださった多くの方々に心より
感謝申し上げます。
このたび成人式を迎えるにあたり私自身の

二十年間を振り返ると、何気ない日々の学校生活から感動する
ほどのうれしさや悲しさに包まれた特別な日まで、様々な光景が
思い浮かびます。そして気付いたことは、どの光景にも私の傍に
は誰かがいてくれたということです。家族･先生方 ･地域の方か
ら様々な活動を通して出会った多くの方々が必ず隣にいました。
十代の私はまさに傍若無人であったことを反省するとともに、こ

の二十年間本当に多くの人に守られ、支えられながら生きてきた
ということを改めて実感しているところです。言葉では表せない
ほどの感謝の気持ちでいっぱいです。
私は今、大学で教師になるための勉強をしています。教師にな
る意味・意義を再確認しながら歩んでいる最中ですが、その一
つとして、教え子たちが今の私のように成人を迎え、過去を振り
返ったときに、見えた光景の隣にいられる先生になりたいと思い
ます。そしてこの目標に向かって一歩一歩踏みしめて進んでいく
ことで、これまで関わって下さった方々に恩返ししていこうと思
います。
　結びになりますが、このような盛大な成人式を開催するにあた
り、関係者の皆さまに重ねて御礼申し上げ、新成人代表の挨拶
とさせていただきます。

『新成人を迎えて』　飯塚紀貴（東）

『新成人式を迎えて』　竹渕朋世（太田）
　本日は、私たちのために、このような
素晴らしい式を開催していただき誠にあ
りがとうございます。こうして無事成人
式を迎えられましたのも、家族や友人、
恩師、地域の皆さまのおかげです。心よ
り感謝申し上げます。
　私は多くの時間をこの町で過ごしてき
ました。たくさんの方々に支えられ、今

この場に立っています。私がやりたいことがあれば、でき
るだけサポートし、応援してくれ、時には容赦なく叱って
くれる両親。両親には話せないことでも話せる仲の良い兄
弟。ともに青春時代を駆け抜けた友人たち。この町で過ご
したこれまでのことを思い出してみればたくさんの方々に
支えられて生きてきたのだと改めて痛感しています。
　私は高校を卒業して、就職しました。社会に出てみれば、
これまでとは全く違った楽しさや、社会の厳しさの中で、
たくさんの方々と触れ合い、日々勉強しています。学生時
代とは違う毎日、自分の行動に責任があることに大変だと
思うこともあります。そんな中で地域の方や友人たちの居

るこの町に帰ってくるとホッとする気持

ちが生まれます。地元に帰ってくるとこの町に生まれて良
かったなと思うようになりました。
　また、中学からバスケットを始め、地元の大会に参加さ
せていただいたり、大会の打ち上げなどで、バスケットを
通じて様々な年代の方と交流をしています。時にはまじめ
に真剣にプレーし、時には楽しくワイワイと地域の方々と
一緒に汗を流しています。人生の先輩方と、話をしている
と勉強になることばかりです。地元に帰ってくればこうし
て笑い合える有人や汗をかける仲間、たくさんお話しして、
大声で笑える日々を送れることがとても幸せに思います。
同級生の中には、地元を離れ県外の大学に行っている方、
働いている方もいるでしょう。夢に向かって努力している
友を見るとみんな輝いているように見えます。そんな友た
ちと心を許し素直にさせてくれる故郷、吾妻は本当にいい
ところだなと思います。
　本日より新成人としてスタートしますが、これからも皆
さまに感謝の気持ちを忘れずに頑張っていきます。
　最後になりますが、今まで私たちを支えてくださったす
べての皆さまにお礼申し上げ新成人代表の挨拶とさせてい
ただきます。

　本日は、成人を迎えた私たちのために素晴
らしい式を開催していただき、中澤町長様を
はじめ多くの関係者の皆さまに感謝申し上げ
ます。今日、晴れて成人の日を迎えることが
できましたのも、家族や友人、地域の方たち
など多くの方々の支えがあったからです。生
まれ育った場所で人生の節目でもある良き日

を迎えられ、うれしさとともに感謝の気持ちでいっぱいです。
　二十年という月日は長いようで、短かったと思います。緑に
囲まれた自然豊かなこの町に帰ってくると、多くの思い出がよ
みがえり、それとともに感謝の気持ちで胸がいっぱいになりま
す。小さい頃に思い描いていた「二十歳の自分」になれている
かは分かりませんが、今ここに立つことができているのは多く
の人に支えられていたからだと実感しています。
　私は現在東京で独り暮らしをしながら大学に通い、社会学と
語学の勉学に励んでいます。社会に広く目を向け、今の社会で
は何が起こっているのか、今の社会に大切なものは何かという
ことを考え、その解決策を見つけ出しています。小学生の時か
ら好きだった英語に加え、大学ではドイツ語を学び始めました。
初めて挑戦する言語であり、苦戦しながらも自分の知識を深め
ています。将来は、大学で学んだことを生かして、航空関係の
仕事に就きたいと思っています。また、一人暮らしをはじめ、
親の大切さを改めて実感しています。授業が終わり家に帰って
も部屋は真っ暗。自分でご飯も作らなければならない。体調を

崩した時、どうしていいかわからず泣いた日もありました。改め
て、親がいることのありがたさを知りました。なかなか感謝の
気持ちを伝えることはできていませんが、自分にできることを
一生懸命やりとげることが今できる最高の恩返しなのではない
かと思います。
　「何かを得るためには何かを捨てなければいけない。」これは
大学受験の時に母に言われた言葉です。大学合格を目指し自分
の中で葛藤し、遊びや自由に使える時間を我慢しました。これ
はみなさんにも当てはまることだと思います。目標に向かって
頑張っているとき、様々なことに直面し、悩むこともあるでしょ
う。その時はきっと、多くのことを一度にやり遂げようとしてい
るときだと思います。冷静に考え、本当に大切なものとそうで
ないものを考えていけば、解決すると思います。私たちはこれ
から多くのことを経験し成長していきます。その中で想像もで
きないような問題にぶつかることもあると思います。その時に
自分で冷静になって考え、周りの人の支えとともに乗り越えて
行くことが大切だと思います。また、私たちは成人を迎え、大
人の仲間入りをした一方で、未熟者でもあります。自分の言動
に責任を持ち、大人になるために日々努力をすることが大切だ
と思います。
　最後になりましたが今まで私たちを支え応援してくださった
多くの方々、これからも私たちを見守り、ご指導のほどよろしく
お願いします。私たちも社会の一員として努力し精進していき
たいと思います。本日はまことにありがとうございました。

『成人式を迎えて』　桑原美穂（原町）

　　　　若　い　世　　　　　　　　　代　の　声
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（太田地区）
竹渕　朋世さん、剣持　徹二さん

（岩島地区）
村田　拓哉さん、水出　幸さん

（原町地区）
星野　和さん、鈴木　皇佑さん

（東地区）
天野　鈴佳さん、大塚　翔太さん

（坂上地区）
宮﨑　和也さん、一場　理沙さん

新成人にインタビュー !!  大人の仲間入りをした新成人たちに決意や目標などを書いてもらいました。

　本日は、私たちのためにこのような式を
開催していただき中澤町長様はじめ、関
係者の皆さまには深く感謝申し上げます。
また、多くの方々から激励のお言葉をいた
だき、新成人として身が締まる思いです。
　私はこの二十年間を振り返り、たくさん
の方々にお世話になったと痛感していま

す。中学、高校と部活動でソフトテニスをしていた私は県内外
の練習試合、宿泊を伴う遠征なども多く、家族には本当に迷
惑をかけていたと思います。朝早く家を出ることもあれば、夜
遅くまで練習をしていたり、県外まで送迎や応援をしに来てく
れたこともありました。それでも文句も言わず、私のやりたい
ことをすればいいと、最後まで応援し支えてくれたことには本
当に感謝しています。また、毎日メニューを考え夜遅くまで練
習をご指導してくださった先生方、ともに汗を流し優勝を目指
し競い合ったチームメイト、私たちが部活動をしやすい環境
を整えてくださった地域の皆さま、私の知らないところで応援
してくださった様々な方たちのおかげでほかには代えがたい素
晴らしい経験をさせていただきました。感謝してもしきれませ
ん。

　私は高校を卒業後、県内の専門学校に進学し、多くの人に
出会い、様々な経験をしてきました。そして、４月には結婚式
場で新郎新婦と式を創り上げるコーディネーターとして働くこ
とになります。目標としていた職業に就けることはとても幸せ
なことだと改めて実感しています。また、新たな環境に少しの
不安と大きな期待に胸を膨らませています。結婚式という一生
の思い出になるような日に携われることは本当に幸せなことで
あると同時に、大きな責任を伴うことでもあります。お客さま
に喜んでいただくためには失敗は許されません。そんなプレッ
シャーを感じる仕事ではありますが、だからこそお客さまが心
から感動してくださったときは自分の喜びややりがいに繋がる
のだと思います。肉体的にも、精神的にも大変なことは多々あ
るかと思いますが、全力で取り組みたいと思います。
　私たちは、成人として社会の一員に加わります。未成年だっ
たころとは違い多くの自由を得るとともに、大きな責任を背負
うことにもなります。一社会人として未だ未熟な部分は多いと
思いますが、ご指導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。　
最後になりますが、このようなすばらしい成人式を開催してい
ただいた皆さまに重ねてお礼申し上げ、新成人代表の挨拶と
させていただきます。本日は本当にありがとうございました。

『成人式を迎えて』　渋井真紀（岩島）

　本日は、私たちのためにこのような素
晴らしい式を催していただき、誠にあり
がとうございます。これからは新成人と
して自覚を持って、社会の一員として恥
じることなく、日々精進していきたいと
思います。私はこの成人の日を迎えるに
あたって、二つの事を意識していきたい

と思います。
　まず、一つめは周りの人に「感謝すること」です。多くの
ことを学ばせていただいた恩師の方々、いつも陰ながら私た
ちを支えてくれた家族、ともに学校生活を過ごし、切磋琢磨
したたくさんの友人たち、数え上げるとキリがありませんが、
もし誰か一人でも欠けていたら私は作ったくれた周りの人た

ちに対する感謝の気持ちをもつことをいつまでも忘れないよ
うにしたいです。
　もう一つは大人としての「責任」を受け入れることです。
大人になることによってさまざまな権利を手にすることにな
ります。飲酒や投票などが代表的な例だと思いますが、今ま
でできなかったことが自由にできるようになり、大人になっ
たという実感が湧いてくると同時に、その行動に責任を持た
なくてはならなくなります。今までは社会に守られてきまし
たが、これからはそうはいきません。期待と不安はあります
が、子どもの頃から憧れ夢見てきた「カッコ良い大人」に一
日でも早くなれるように、努力していきたいと思います。
　簡単ではありますが、新成人代表の挨拶とさせていただき
ます。本日は誠にありがとうございました。

『新成人を迎えて』　清水悠矢（坂上）

　　　　若　い　世　　　　　　　　　代　の　声
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真
田
丸
出
航
!!

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
in
東
吾
妻
町

真
田
丸
第
一
話
「
船
出
」

あ
ら
す
じ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
真
田
丸
の
放
送
が

開
始
さ
れ
た
１
月
��
日
に
町
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
は
、

町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
主
催
で
実
施
さ
れ
町
内
外

か
ら
約
４
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

放
送
開
始
の
前
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
上
州
吾
妻
岩
櫃
太
鼓
保

存
会
と
本
格
格
闘
集
団
―

式
―

が
演
奏
・

演
武
で
共
演
し
ま
し
た
。
当
日
来
場
者
に

配
ら
れ
た
タ
オ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
吾

妻
高
校
の
天
沼
世
奈
さ
ん
と
山
口
沙
樹

さ
ん
が
壇
上
に
上
が
り
、「
地
域
活
性
化

を
思
い
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

��
時
の
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
放
送
が
始
ま

る
の
に
合
わ
せ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
行
わ

れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
に
岩
櫃
山
（
次

ペ
ー
ジ
写
真
）
が
映
し
出
さ
れ
る
と
大
き

な
拍
手
と
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。
第
１

回
は
ま
さ
に
「
岩
櫃
」
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
、
随
所
で
岩
櫃
の
名
が
使
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
真
田
丸
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

IUUQ���X
X
X
�OIL�PS�KQ�TBOBEBN

BSV�

で
真
田
丸
紀
行
第
２
回
で
東
吾
妻
町
の

紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

↑タオルをデザインした天沼さんと山口さん、両脇
には水仙ちゃんとぐんまちゃんが登壇

　

天
正
��
年
２
月
。
名
将
武
田
信
玄

の
急
死
か
ら
９
年
、
武
田
家
は
当
主

勝
頼
の
も
と
、
絶
体
絶
命
の
危
機
を

迎
え
て
い
た
。
重
臣
の
裏
切
り
を
き
っ

か
け
に
織
田
信
長
の
大
軍
勢
が
領
内

に
侵
攻
、
諸
城
が
次
々
に
陥
落
す
る

事
態
に
陥
る
。
武
田
に
仕
え
る
真
田

昌
幸
は
上
野
国
に
あ
る
自
ら
の
居
城
・

岩
櫃
城
で
織
田
を
迎
え
討
つ
よ
う
進

言
し
、
準
備
の
た
め
に
一
足
先
に
出
発

す
る
。
残
さ
れ
た
昌
幸
の
息
子
、信
幸
・

信
繁
兄
弟
の
下
を
、
人
目
を
忍
び
勝
頼

が
訪
れ
「
岩
櫃
に
は
い
か
な
い
」
と

告
げ
る
。
甲
斐
の
岩
殿
城
へ
逃
げ
る

武
田
の
本
隊
と
別
れ
、
父
の
待
つ
岩

櫃
に
向
か
う
こ
と
を
決
断
す
る
兄
弟
。

敵
が
目
前
に
迫
る
中
、
家
族
を
守
り

な
が
ら
の
決
死
行
が
始
ま
る
。

↑
真
田
信
繁
役
の
堺
雅
人
と

　

真
田
信
幸
役
の
大
泉
洋

↓
真
田
昌
幸
役
の
草
刈
正
雄

↑
観
覧
者
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

の
様
子

↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
映
像

↓
上
州
吾
妻
岩
櫃
太
鼓
と

本
格
格
闘
甲
冑
格
闘�

式�

の
共
演

↓パブリックビューイング終了後、会場の外で
　仕掛け花火が披露されました。
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狼
煙
リ
レ
ー

　

１
月
１
日
に
は
真
丸
イ
ヤ
ー

狼
煙
リ
レ
ー
が
長
野
県
上
田
市

か
ら
沼
田
市
の
真
田
街
道
で
行

わ
れ
当
町
は
密
岩
神
社
の
前
で

狼
煙
を
上
げ
ま
し
た
。

ˢਅాؙΦʔϓχϯάө૾ͷؠᓃࢁ

ˢ/),͕ࡱӨΛؠͨͬߦᓃࢁ

ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の記念す
べき始まりの舞台として東吾妻町の岩
櫃が注目されます。
　岩櫃の歴史、魅力を伝えるウェブサ
イトができました。パソコンやスマー
トフォンからアクセスしてください。
http://iwabitsu-sanadamaru.com/

ˢ౰೔αϓϥΠζήετͰొ৔ͨ͠൪૊ͷ੡࡞౷ׅΛͨͬߦ԰ෑཅଠ࿠νʔϑϓϩ
σϡʔαʔʢࣸਅ � ޾࿠པेࡾΔ໼୔͢ʹڞಈΛߦʣͱਅాՈՈਉͱͯ͠৴ൟͱࠨ
໾Ͱആ༏ͷഭా޹໵͞Μɻ

7



町
の
で
き
ご
と

Higashiagatsuma　Town News

 町長が慶祝訪問
鵜  飼さん・⻆田さんが 100 歳

 町内から２名が選ばれる
現  代の名工 厚生労働大臣表彰

　11 月 9 日に『現代の名工（卓越した技能者）の表彰【厚生労働大臣表彰】』が行わ
れました。群馬県内から 4 名選ばれた中で当町の中澤眞澄さん（写真：左中央）と松
井正志さんが受賞されました。また石村隆嗣さん（写真左）は『ぐんまの名工表彰【県
知事表彰】』を受賞されました。

　12 月 22 日に原町の鵜飼つぎさ
ん（大正 4 年生まれ：写真右）、1
月 10 日に原町の⻆田と志さん（大
正 5 年生まれ：写真左）がそれぞ
れ 100 歳を迎え町長が慶祝訪問を
行いました。

　上信自動車道の沼尾川に架かる橋梁が完成し、
名前が「新沼尾橋」となりました。これを記念し
地域住民を対象にした現場見学会が 12 月 26 日に
開催されました。現場見学会には約 120 名が参加
し、新しい橋を歩いて渡りました。

　地域の住民が見学新 沼尾橋見学会
 長谷川香奈子さんプロデュース

第 1 回岩櫃城忍び登山

　12 月 13 日に町出身のプロスカイランナー長谷
川香奈子さんがプロデュースした第 1 回 THE 岩櫃
城忍び登山が岩櫃ふれあいの郷駐車場を発着点に
行われ、参加した多くの方が楽しんでいました。
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　大晦日に東地区奥田で地元有志の『おーくだけ
の会（会長 : 堀澤浩司）』が主催して新年を祝う
花火を打ち上げました。約 200 人ほどが花火の
見物に集まり、一緒に年越しを祝いました。

　12 月 24 日に岩島地区出身でプロサッカー選手
の仲間隼斗さんが町長へ表敬訪問に訪れました。
その後、地元サッカークラブの吾妻ジュニアの練
習に参加して指導などを行いました。

町長へ表敬訪問
Ｊ リーガー仲間隼斗氏

　11 月６日に小学生とその保護者 47 人が ALT のニック
先生と一緒に県立ぐんま天文台を訪れ、150cm 望遠鏡
で天体観望しました。ベガやアンドロメダ銀河などを眺
めることができ、子供たちから「きれい！」という感激
の声がいくつもあがりました。

奥  田地区で年越し花火
今年も良い年に

無事故・無火災の一年に
町  消防団 ･ 交通指導員出初め

　1 月 10 日に町の消防団の出初め式がコンベンショ
ンホールで開催されました。また 1 月 14 日には町
交通指導員が今年最初の交通指導をおこないまし
た。消防団の出初め式では町田団長と町長からあい
さつが行われ、閉式した後、会場の外で今年一年の
防災と同日から放送される真田丸の成功を祈念して
バルーンリリースを行いました。

　星空を眺めて子 ども宇宙教室
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古
墳
時
代
は
そ
の
名
に
も
あ
る

と
お
り
、
全
国
で
「
古
墳
」
と
呼

ば
れ
る
巨
大
な
墳
墓
が
作
ら
れ
た

時
代
で
す
。
特
に
前
方
後
円
墳
と

呼
ば
れ
る
鍵
穴
の
形
を
し
た
も
の

が
有
名
で
（
大
阪
府
大
仙
陵
古
墳

な
ど
）、
そ
の
他
に
も
形
に
よ
っ
て

円
墳
、
上
円
下
方
墳
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
存
在
し
ま
す
。

　

群
馬
県
の
古
墳
を
調
査
し
た
報

告
書
、『
上じ
ょ
う
も
う
こ
ふ
ん
そ
う
ら
ん

毛
古
墳
綜
覧
』（
昭
和

��
年
刊
行
）
に
よ
る
と
、
県
内
の

古
墳
は
８
４
２
３
基
あ
っ
た
と
さ

れ
、
そ
の
う
ち
東
吾
妻
町
に
存
在

し
た
古
墳
は
お
よ
そ
１
９
０
基
ほ

ど
で
す
。
こ
れ
は
吾
妻
郡
の
中
で

も
最
多
数
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

・
吾
妻
郡
内
最
大
の
円
墳
―
諏
訪

塚
古
墳
―
古
墳
時
代
後
期

　

吾
妻
郡
に
は
県
南
部
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
前
方
後
円
墳

が
み
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
種

類
は
円
墳
・
方
墳
・
帆
立
貝
形
古

墳
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

郡
内
最
大
の
円
墳
と
呼
ば
れ
る
古

墳
が
大
字
植
栗
に
存
在
し
ま
す
。

そ
れ
が
諏
訪
塚
古
墳
で
す
。
諏
訪

塚
古
墳
は
直
径
��ｍ
、
高
さ
は
３

ｍ
弱
の
巨
大
な
円
墳
で
、
��ｍ
を

超
え
る
古
墳
は
町
内
外
を
み
て
も

例
が
な
く
、
郡
内
最
大
と
呼
ば
れ

る
ゆ
え
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
規

模
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
植
栗
周

辺
の
広
い
地
形
を
一
望
す
る
位
置

に
古
墳
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
当
時
植
栗
周
辺
の
中
心
と
な
る

よ
う
な
権
力
者
の
お
墓
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

・
町
内
の
群
集
墳
と
単
独
墳
？
―

四
戸
の
古
墳
群
、
小
泉
宮
戸
遺
跡

―
古
墳
時
代
後
期

　

東
吾
妻
町
に
残
る
古
墳
の
多
く

は
、
群
集
墳
と
呼
ば
れ
る
非
常
に

近
い
位
置
に
集
中
し
て
作
ら
れ
て

い
る
古
墳
で
す
が
、
ま
れ
に
単
独

墳
と
呼
べ
る
よ
う
な
１
基
だ
け
離

れ
た
個
所
に
あ
る
古
墳
も
存
在
し

ま
す
。
群
集
墳
と
し
て
著
名
な
古

墳
に
は
町
指
定
史
跡
に
も
な
っ
て

い
る
四
戸
の
古
墳
群
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
大
字
三
島
の
四
戸
地
区
に

��
基
が
点
在
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
正
確
な
数
は
不
明
で
す
。

昭
和
��
・
��
年
に
群
馬
大
学
が
４

基
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
玉
類

や
直
刀
や
辻
金
具
な
ど
が
出
土
し

ま
し
た
。
古
墳
の
年
代
は
６
世
紀

の
末
ご
ろ
か
ら
７
世
紀
前
半
と
さ

れ
て
い
ま
す
（『
岩
島
村
誌
』
参

照
）。単独

墳
的
な
も
の
と
し
て
は
小

泉
宮
戸
遺
跡
で
調
査
さ
れ
た
宮
戸

３
号
墳
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
古
墳

は
密
集
し
て
い
る
古
墳
群
で
は
な

く
、
周
囲
の
古
墳
が
２
０
０ｍ
程

度
離
れ
て
存
在
し
て
い
る
古
墳
で

す
。
須
恵
器
の
坏つ

き

・
甕か
め

・
瓶へ
い

な
ど

の
ほ
か
鉄
鏃
や
鉄
釘
も
出
土
し
、

年
代
は
７
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
８
世

紀
前
半
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内

の
古
墳
は
集
中
・
単
独
と
い
っ
た

違
い
が
そ
の
作
り
手
に
よ
っ
て
選

択
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

・
多
様
な
埴
輪
た
ち
―
生
原
遺
跡

―
古
墳
時
代
後
期

生
原
遺
跡
は
四
戸
の
古
墳
群
に

ほ
ど
近
い
大
字
三
島
に
あ
る
群
集

墳
で
す
。
円
墳
と
帆
立
貝
形
古
墳

の
２
基
が
調
査
さ
れ
、
多
く
の
鉄

鏃
と
玉
類
の
ほ
か
様
々
な
種
類
の

埴
輪
が
出
土
し
ま
し
た
。

埴
輪
は
円
筒
埴
輪
の
ほ
か
、
人

物
（
手
・
胸
）・
馬
（
耳
・
尾
・

鐙あ
ぶ
み・
鞍く
ら

・
鈴
）・
家
・
盾
・
鞆と
も

な
ど

が
あ
り
そ
の
多
様
さ
は
吾
妻
郡
内

で
も
突
出
し
て
い
ま
す
。
県
南
部

の
前
方
後
円
墳
か
ら
出
土
す
る
埴

輪
と
比
べ
て
も
遜
色
な
く
、
そ
の

関
係
性
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。東

吾
妻
町
に
残
る
古
墳
を
中
心

と
し
た
古
墳
時
代
の
様
子
。
実
は

多
く
の
謎
が
残
り
ま
す
。
な
ぜ
前

方
後
円
墳
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い

の
か
。
古
墳
を
作
っ
た
人
々
が
暮

ら
す
集
落
と
そ
の
権
力
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
そ
の
答
え
は
こ
れ

か
ら
の
調
査
・
研
究
に
か
か
っ
て

く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

東吾妻町の
歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　 担当  吉田智哉）

不
定
期
シ
リ
ー
ズ
東
吾
妻
町
の
歴
史
～
第
３
回　

古
墳
時
代
編
～

◆
古
墳
時
代
と
は
？

　

～
吾
妻
郡
内
最
多
の
古
墳
～

穏
や
か
な
年
明
け
。近
年
に
な
く
暖
か
な
正
月
か
ら
一
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

気
温
も
段
々
と
冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
、
体
調
に
気
を
つ
け
る
毎
日
で

し
ょ
う
か
。
今
月
の
歴
史
・
文
化
探
訪
は
、
久
し
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
東
吾

妻
町
の
歴
史
、
第
３
回
と
し
て
古
墳
時
代
を
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
古
墳
時
代
の
東
吾
妻
町
は
？
？
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＝新着図書情報＝
■一般図書

『岳飛伝 七 懸軍の章』………………………………… 北方　謙三　著
『幸せはあなたの心が決める』………･……･……… 渡辺　和子　著
『グルメタクシーが案内するおいしい京都』………… 岩間　孝志　著
『どっちのスターウォーズ』…………………………… 立田　敦子　著
『野菜好きの管理栄養士が厳選！野菜のおかず決定版』………

……… 野菜をおいしく食べる会　著
『明治・金色キタン』…………………………………… 畠中　　恵　著
『勁草』…………………………………………………… 黒川　博行　著
『ステキな奥さん　ぶはっ』…………………………… 伊藤　理佐　著
『竃河岸』………………………………………………… 宇江佐真理　著
『親ゆびを刺激すると脳がたちまち若がえり出す』………

………… 長谷川嘉哉　著
『王とサーカス』………………………………………… 米澤　穂信　著
■児童図書

『あなたをずっとあいしてる』………………………… 宮西たつや　著
『魔法のレシピでスイーツ・フェアリー』…………… 堀　　直子　著
『里見家の宝をさがせ！』……………………………… 小森　香折　著

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

　
　おすすめの一冊

『世界でもっとも貧しい大統領　
ホセ・ムヒカの言葉』　

佐藤　美由紀　著

　昨年 2 月末に退任したホセ・ムヒカ前
ウルグアイ大統領が、2012 年のリオ会
議で行った感動的なスピーチを中心にホ
セ・ムヒカ氏の人となりと思想、生き方
をわかりやすく解説します。

　
　おすすめの一冊

『笑うとなぜいいか？ 』
斎藤茂太　著

　笑いは、人間関係の潤滑油で、ストレ
スを軽減し、日々の「心の明るさ」を保
ちます。読み進めるうちに「笑いの効用」
が発揮され、読者自身が元気になる本で
す。

中央公民館へ行こう !!
　町のマスコットキャラクター、水仙
ちゃんの活動の一部を紹介します。
◆ 12 月 15 日に大戸保育所のクリス

マス会に参加しました。

◆１月１日のニューイヤー駅伝で前  
橋市のゆるキャラ「ころとん」と
一緒に選手を応援しました。

水仙ちゃんの
活動報告

◆町へ
❀金 10 万円（下水道事業推進のため）

　　富澤俊則　さま
◆町へ
❀金５万円（福祉指定）

　　ファームドゥ株式会社　さま
◆町へ
❀金５万円（図書購入費）

吾妻東部地区赤十字有功会　さま

あたたかいこころ

ありがとう

ございました
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町
で
は
、
施
設
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
や
業
務
の
効
率
化
、
経

費
の
節
減
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

町
直
営
で
管
理
し
て
い
た
公
の
施
設
を

民
間
事
業
者
な
ど
へ
委
ね
る
べ
く
指
定

管
理
者
制
度
に
移
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
福
寿
草
お
よ
び
あ

づ
ま
温
泉
桔
梗
館
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
平
成
28
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
指
定

期
間
の
満
了
を
迎
え
ま
す
。

　

期
間
満
了
に
あ
た
り
町
は
、
そ
の
管

理
運
営
状
況
な
ど
か
ら
判
断
し
、
指
定

管
理
者
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
と
現
指

定
管
理
者
を
次
期
の
候
補
者
と
し
て
選

定
す
る
こ
と
の
特
例
措
置
を
適
用
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
町

長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
指
定
管
理
者
選

定
委
員
会
（
池
原
純
委
員
長
／
委
員
６

名
）
へ
意
見
を
求
め
ま
し
た
が
、
審
議

の
結
果
、
選
定
委
員
会
よ
り
12
月
２
日

に
答
申
さ
れ
、
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、

町
は
12
月
定
例
町
議
会
に
関
係
議
案
を

提
出
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
期

の
指
定
管
理
者
を
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
ま

す
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間
と
し
、
指
定
し
た
団
体
の
名
称

お
よ
び
所
在
地
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
指
定
管
理
者
団
体

【
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
福
寿
草
】

　

社
会
福
祉
法
人
東
吾
妻
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
会
長　

宮
﨑
賢
一
）

　

東
吾
妻
町
大
字
川
戸
２
３
３
番
地

【
あ
づ
ま
温
泉
桔
梗
館
】

　

ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
（
代
表
取
締
役　

須
田
公
次
）

  

前
橋
市
敷
島
町
２
５
２
番
地
２

■
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
の
答
申

　（
審
査
・
評
価
の
概
要
）

　

各
候
補
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
関
係
書

類
の
審
査
お
よ
び
面
接
に
よ
り
、
総
合

的
な
観
点
か
ら
評
価
（
５
段
階
評
価
：

Ｓ･

Ａ･

Ｂ･

Ｃ･

Ｄ
判
定
）
を
行
っ

た
の
で
、
そ
の
結
果
を
答
申
と
す
る
。

【
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
福
寿
草
】

・
総
合
評
価
：
Ｂ

・
講
評
：
概
ね
適
切
な
提
案
で
あ
り
、　

候
補
者
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

【
あ
づ
ま
温
泉
桔
梗
館
】

・
総
合
評
価
：
Ｂ

・
講
評
：
概
ね
適
切
な
提
案
で
あ
り
、

　

候
補
者
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

な
お
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
福
寿
草

に
つ
い
て
、
選
定
委
員
会
の
答
申
に
あ

た
り
次
の
附
帯
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

昭和 16 年３月２日～４月１日生まれの方へ
75 歳になる方へ

　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。２
月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を緑色
の封筒で郵送しますので、ご確認ください。保険料
普通徴収第８期分の納期限は２月 29 日ですので該
当の方はお忘れなく。
■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
 （ 内線 116　 担当 武藤大輔）

家屋を新築・増築または取り壊した方は
ご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。
■連絡・問い合わせ先
　役場税務課　固定資産税係
　　　　　　　（ 内線 134　 担当 小林　稔）

お知らせコーナー

通
所
介
護
施
設
「
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
福
寿
草
」
お
よ
び
あ
づ
ま
温
泉
「
桔
梗
館
」

の
指
定
管
理
者
を
指
定
～
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
継
続
し
て
適
用
し
ま
す
～

報ԓ
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町
で
は
、
平
成
28
年
３
月
か
ら
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
新

し
い
総
合
事
業
）
を
開
始
し
ま
す
。

■
新
し
い
総
合
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
や
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る

新
し
い
支
援
の
仕
組
み
で
す
。
現
在
の

要
支
援
１
・
２
の
方
が
利
用
す
る
訪
問
介

護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
と
通
所
介
護
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

新
し
い
総
合
事
業
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
要
支
援
１
・
２
の
認
定
者
お
よ
び
要
支

　

援
相
当
の
人

②
65
歳
以
上
で
生
活
支
援
が
必
要
に
な

　

る
人
な
ど

■
新
た
に
支
援
を
受
け
る
人

　

平
成
28
年
３
月
１
日
以
降
に
訪
問
介

護
・
通
所
介
護
の
み
利
用
す
る
場
合
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
聞
き
取
り
と

状
況
確
認
で
要
支
援
相
当
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
、
介
護
認
定
を
受
け
る
こ
と

な
く
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
で
き
ま
す
。

■
現
在
要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て

　
い
る
人

・
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
の
み
を
利
用

し
て
い
る
人
で
、
今
後
も
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
場
合
は
、
更
新
時

の
介
護
認
定
の
手
続
き
が
不
要
に
な

り
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
聞
き

取
り
と
状
況
確
認
で
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
福
祉
用
具
や
訪
問
看
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
は
今
ま
で

ど
お
り
更
新
時
の
介
護
認
定
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課　

介
護
保
険
係

　
（
内
線 

１
２
１　

 
担
当 

加
藤
俊
夫
）

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（ 内線 122　 担当 小池未來人）

65 歳になった方へ
（昭和 26 年１月２日～２月１日生まれ）
※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ　町では、町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修

工事などを行う場合工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方はぜひご
利用ください。また、工事を始める前に、役場地域
政策課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係
　　　　（ 内線 242　 担当 小池和良・小林和樹）

Ū役場բƍӳǘƤέ／東吾妻町役場Ტ☎ 68-2111Უ　Ū役場բƍӳǘƤέ／東吾妻町役場Ტ☎ 68-2111Უ　Ū役場բƍӳǘƤέ／東吾妻町役場Ტ☎ 68-2111Უ　

■
附
帯
意
見
（
全
文
）

　
『
本
委
員
会
に
お
け
る
関
連
調
査
の
結

果
、
こ
の
施
設
は
、
高
齢
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
通
所
介
護
）
事
業
を
町
が
行
う

た
め
、
旧
東
村
に
お
い
て
平
成
12
年
４

月
よ
り
設
置
、
東
吾
妻
町
へ
継
承
し
た

が
、
建
築
後
15
年
以
上
が
経
過
し
、
特

に
空
調
設
備
の
老
朽
化
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
町
保
健
福
祉
課
に
お
い
て
所

管
す
る
他
の
老
人
福
祉
施
設
の
指
定
管

理
者
協
定
書
と
相
違
す
る
内
容
が
あ
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
た
た
め
、
町
は
類
似

施
設
と
の
整
合
性
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、

次
期
の
指
定
期
間
中
締
結
す
る
予
定
の

協
定
に
お
い
て
、
候
補
者
と
の
間
で
更

な
る
協
議
を
重
ね
ら
れ
た
い
。』

■
問
い
合
わ
せ
先

・
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
福
寿
草
に
つ
い
て

　

保
健
福
祉
課　

介
護
保
険
係

　
（ 

内
線 

１
２
１　

 

担
当 

加
藤
俊
夫
）

・
あ
づ
ま
温
泉
桔
梗
館
に
つ
い
て

　

地
域
政
策
課　

事
業
管
理
係

　
（
岩
櫃
ふ
れ
あ
い
の
郷
内

　

☎
68
・
２
２
６
１　

 

担
当 

岡
田　

純
）

※
詳
し
く
は
町
HP
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
始
め
ま
す

కϋ

基本チェックリスト

13



お知らせコーナー

　
「
冬
は
こ
た
つ
で
み
か
ん
」
と
い

う
の
が
、
冬
の
よ
く
あ
る
光
景
で
す

ね
。
こ
の
季
節
は
「
血
圧
の
薬
を
飲

ん
で
い
る
け
ど
、
み
か
ん
は
食
べ
て

大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
を

よ
く
受
け
ま
す
。
今
月
は
、「
血
圧

の
薬
と
み
か
ん
」
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

　

最
初
に
お
答
え
し
ま
す
が
、
み
か

ん
は
食
べ
て
大
丈
夫
で
す
。
薬
の
説

明
書
に
は
「
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は

控
え
て
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ
て
い

る
た
め
、
同
じ
柑
橘
類
の
み
か
ん
も

心
配
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
高
血
圧
の
薬
に
も
多
数
の
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗

薬
と
い
う
分
類
の
お
薬
が
グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
血

圧
の
薬
は
肝
臓
の
酵
素
の
働
き
で
代

謝
さ
れ
る
の
で
す
が
、
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
こ
の
酵

素
の
働
き
を
阻
害
す
る
た
め
、
薬
の

血
中
濃
度
が
高
く
な
る
結
果
、
降
圧

剤
の
効
果
が
強
く
出
て
血
圧
が
低
下

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
過
度

な
血
圧
低
下
は
め
ま
い
や
ふ
ら
つ

き
、
頭
痛
な
ど
の
自
覚
症
状
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗

薬
に
分
類
さ
れ
る
薬
を
内
服
し
て
い

る
方
は
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
に
は
配

慮
が
必
要
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗

薬
に
も
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
そ
の

中
で
も
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
影
響

を
受
け
や
す
い
薬
剤
な
ど
が
あ
る
た

め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
の
薬
を
飲

ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
も
一
概
に

同
じ
影
響
が
出
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ご
高
齢
で
あ
る
ほ
ど

注
意
は
必
要
で
す
の
で
、
頭
の
中
に

は
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
血
圧
の
薬
を

内
服
し
て
い
て
も
、
み
か
ん
や
オ
レ

ン
ジ
は
食
べ
て
大
丈
夫
で
す
。
む
し

ろ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
風
邪
対
策
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
ほ
ど
よ
い
摂
取
は
勧

め
ら
れ
ま
す
。
果
物
や
野
菜
な
ど
を

食
べ
て
こ
れ
か
ら
の
風
邪
の
季
節
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

国
保
診
療
所　

藤
原
健
史

■
受
付
時
間

・
午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
45
分

・
午
後
…
14
時
～
17
時

■
診
療
時
間

・
午
前
…
９
時
～
12
時

・
午
後
…
14
時
～
17
時

■
連
絡
先

　

☎
59
・
３
０
１
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
59
・
３
１
６
１

み
か
ん
は
大
丈
夫
？

★「２月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

1/31
休　診

2/1 ２
休　診

３
午後
往診

4
午後
往診

5
午後
往診

6
休　診

7
休　診

8 9
休　診

10 11
休　診

12 13
休　診

14
休　診

15 16
休　診

17 18 19
午後
個別接種

20
休　診

21
休日
当番医

22 23
休　診

24 25 26 27
休　診

28
休　診

29 3/1
休　診

２ ３ ４ ５
休　診

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊診療所では予約診療を行っています。定期受診の方は予約
での診療をお願いします。

＊午後は予定表になくても予防接種または往診などとなること
が多いため、あらかじめ診療所へ連絡をお願いします。

＊急病の方は予約にかかわらず適宜診療を行います。

２月の当番医予定表
期日 内　　　　　　科 外　　　科 休日夜間

７日㈰ 小池医院
（岩下☎ 67-2030）

草津温泉松岡医院
（長野原☎ 0279-88-7611）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

11 日㈭ 吾妻脳外循環科
（原町☎ 68-5211）

長生病院
（長野原☎ 0279-82-2188）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

14 日㈰ くりはら医院
（原町☎ 68-0355）

布施医院
（草津☎ 0279-88-2030）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

21 日㈰ 町国保診療所
（箱島☎ 59-3010）

櫻井医院
（長野原☎ 0279-82-3999）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

28 日㈰ 田島病院
（中之条☎ 75-3350）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

※診療時間は９時から 17 時まで（休日夜間は 17 時以降）です。できるだけ時間内に受診してください。
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Ū役場բƍӳǘƤέ／東吾妻町役場Ტ☎ 68-2111Უ　Ū役場բƍӳǘƤέ／東吾妻町役場Ტ☎ 68-2111Უ　Ū役場բƍӳǘƤέ／東吾妻町役場Ტ☎ 68-2111Უ　

■
真
田
信
繁
（
幸
村
）
は
歯
の

　
欠
け
た
小
男
だ
っ
た
？

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
、「
真
田

丸
」
の
放
映
が
始
ま
り
ま
し
た
。

真
田
氏
ゆ
か
り
の
岩
櫃
城
。
主
人

公
の
真
田
信
繁
も
岩
櫃
に
居
住
し

た
事
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
堺
雅
人
さ
ん
。「
真
田

太
平
記
」（
昭
和
60
年
：
筆
者
は
小

6
で
し
た
）
で
は
草
刈
正
雄
さ
ん

が
信
繁
を
演
じ
ま
し
た
。
我
々
は

信
繁
に
抱
く
の
は
、
背
の
高
い
精

悍
で
ハ
ン
サ
ム
な
武
将
の
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
関
ケ
原
で

敗
れ
た
後
の
信
繁
の
書
状
に
は
、

「
去
年
よ
り
に
わ
か
に
病
者
に
な

り
、
歯
も
抜
け
、
髭
な
ど
も
黒
き

は
少
な
く
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

実
際
の
信
繁
は
、
前
歯
の
欠
け
た
、

白
髪
ば
か
り
で
風
采
の
上
が
ら
な

い
小
男
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

■
信
繁
（
幸
村
）
の
首
実
検

　

ご
存
知
の
通
り
、
信
繁
は
大
阪

の
陣
で
徳
川
方
を
相
手
に
奮
戦
し
、

「
真
田
は
日
本
一
の
兵
」
と
称
え
ら

れ
ま
し
た
。
信
繁
の
上
の
前
歯
が

2
本
失
わ
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ

て
い
た
た
め
、
戦
死
し
た
信
繁
の

首
実
検
に
立
ち
会
っ
た
徳
川
家
康

は
、
上
の
前
歯
の
有
無
を
調
べ
さ

せ
、
本
物
の
信
繁
の
首
か
ど
う
か

判
断
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
歯
の
所
見
か
ら
の
身
元
確
認

　

歯
は
人
体
の
中
で
最
も
硬
く
、

腐
敗
の
影
響
を
受
け
に
く
い
た
め
、

現
在
で
も
、
身
元
確
認
の
有
効
な

手
段
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
契

機
と
な
っ
た
の
が
、
昭
和
60
年
の

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故
で
す
。

不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
犠
牲

者
５
２
０
人
の
う
ち
、
墜
落
の
衝

撃
と
火
災
に
よ
る
損
傷
が
著
し
い

も
の
の
、
群
馬
県
歯
科
医
師
会
を

は
じ
め
と
す
る
歯
科
医
師
の
活
動

に
よ
り
、
歯
の
所
見
か
ら
40
・
８
％

の
身
元
が
確
認
さ
れ
、
ご
遺
体
は

ご
遺
族
の
も
と
に
帰
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

歯
は
32
本
（
親
知
ら
ず
を
含
む
）

存
在
し
、
全
て
の
歯
の
状
態
が
他

人
と
一
致
す
る
事
は
極
め
て
ま
れ

で
す
。
宮
澤
富
雄
博
士
の
報
告
で

は
、
む
し
歯
が
1
本
も
無
い
人
や

歯
が
全
く
無
い
人
を
除
外
し
た
場

合
の
歯
の
所
見
が
完
全
に
一
致
す

る
確
率
は
、
20
歳
代
で
約
2
万
人
、

30
歳
代
で
6
万
人
、
40
歳
代
で
は

25
万
人
に
1
人
と
な
り
、
50
歳
代

で
は
、
ほ
ぼ
皆
無
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

(

２
０
０
１
年)

で
は
35
％
、
ス

マ
ト
ラ
島
沖
地
震(

２
０
０
４
年)

で
は
56
％
の
身
元
確
認
の
決
め
手

が
歯
科
所
見
で
あ
っ
た
と
報
告
さ

れ
て
お
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
と
並
ぶ

身
元
確
認
の
有
効
手
段
で
あ
る
事

が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

■
歯
の
所
見
の
記
載
例

■
今
後
の
展
望（
歯
の
所
見
の
デ
ー

　
タ
ベ
ー
ス
化
）

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
津
波

に
よ
り
歯
科
医
院
の
カ
ル
テ
や
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
も
流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
が
多
く
、
ご
遺
体
と

生
前
の
歯
の
所
見
の
照
合
が
困
難

で
あ
っ
た
事
例
が
多
々
存
在
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
現
在
、

歯
の
治
療
記
録
を
全
国
規
模
で

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
く
試
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
か
り

つ
け
歯
科
医
院
に
残
さ
れ
て
い
る

歯
と
口
の
治
療
記
録
を
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
上
に
登
録
す
る
事
で
、
不

測
の
事
態
に
よ
り
身
元
確
認
を
要

す
る
場
合
、
ご
遺
体
と
生
前
の
歯

の
所
見
の
照
合
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

上
で
迅
速
に
行
う
事
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
大
規
模
事
故
・
災
害
で

は
、
ご
遺
体
を
出
来
る
だ
け
早
く
、

確
実
に
ご
遺
族
の
も
と
に
お
返
し

す
る
事
も
医
療
の
大
切
な
役
目
の

一
つ
で
す
。
安
全
か
つ
安
心
な
方

法
で
、
歯
の
所
見
が
有
効
活
用
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

東
吾
妻
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１

　

担
当 

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話

　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は

「
歯
の
所
見
に
よ
る
身
元
確
認
」

で
す
。

9. 歯の所見による身元確認について
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２月の予防接種日程表
❶太田・原町・岩島・坂上地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　 担当 野山しのぶ）

❷東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　 担当 野山しのぶ）

２月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　 担当 野山しのぶ）　
※の会場は福祉センターになりますので、間違えないように気を付けてください。

❷東地区　●会場／あづま農村環境改善センター　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　 担当 藤岡由美）
※参加を希望される方は保健センターへお申し込みください。

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）
2 月 5 日㈮ 両親学級① 13:00 ～ 13:10 初妊婦（経産婦については希望者）と配偶者

16 日㈫ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

17 日㈬

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 27 年 10 月生まれ

７カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 27 年７月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:45 ～ 14:00 平成 27 年１月生まれ

※ 22 日㈪ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 4 カ月児から１歳児までの希望者

23 日㈫ 両親学級② 10:00 ～ 10:10 初妊婦（経産婦については希望者）と配偶者

24 日㈬
6 歳児歯科健診

（フッ素塗布）
13:30 ～ 13:45 平成 21 年 10 月～平成 22 年 4 月 1 日生まれ

25 日㈭ 離乳食講習会 10:15 ～ 10:30 平成 27 年 10 月・11 月生まれ

26 日㈮ ３歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 24 年 12 月・平成 25 年 1 月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

9 日㈫ 四種混合予防接種 13:45 ～ 14:15
【初回】平成 27 年８月～ 10 月生まれ
             生後 90 月までで３回接種が済んでいない人

【追加】  平成 26 年６月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

15 日㈪ ピヨピヨクラブ ９:30 ～ 10:00 幼稚園入園前までの子どもと保護者

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

19 日㈮ 第 11 回乳幼児個別接種 14:00 ～ 14:30 「予防接種のお知らせ」を参照してください
2 月 12 日㈮までに申し込んでください

こころの健康相談
　「こころの健康相談」が下記のとおり実施されます。
眠れない・イライラして落ち着かない・仕事が手に
着かない・仕事が続かないなど心配事がある方は、
お気軽にご相談ください。
■相談日　平成 28 年 2 月 18 日㈭　14 時～（予約制）
■場所　東吾妻町保健センター
■相談員　精神科医師、町保健師など
■予約・問い合わせ先

　吾妻保健福祉事務所　保健係（☎ 75-3303）

渋川医療センター内覧会
　平成 28 年 4 月から渋川市立渋川総合病院と国立病
院機構西群馬病院が再編統合し、新病院となります。
下記の日程で新病院披露の内覧会を開催します。
■内覧日　平成 28 年３月 12 日㈯　
■内覧時間　午前の部…10 時～ 12 時
　　　　　　午後の部…13 時 30 分～ 15 時 30 分
■場所　渋川市白井 383
※事前申し込みは不要です。直接お越しください。
■問い合わせ先　西群馬病院　管理課（☎ 23-3030）

お知らせコーナー
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マイナンバーが必要となる手続きが始まりました　マイナンバー制度⑦

　役場や行政機関、または勤務先などにおいてマイナンバーの提示が必要となる手続きが始ま
りました。当面の間、皆さまには手続き方法の変更などから、ご迷惑やご不便をお掛けするこ
とがありますが、制度についてご理解くださるようお願いします。
▶役場や行政機関での手続きをされる場合、通知カードと本人確認書類（運転免許証等）を提示してい
　ただくこととなります。マイナンバーが必要となる手続きは、１月５日配布のチラシをご覧ください。
▶給与や報酬等、支払いを受ける方は、雇用先や契約先の企業から個人番号と本人確認を求められるこ
　とがあります。

■個人番号の提供が求められる例
提供を求める者（代理人または
委託を受けた者も含む） 提供する必要がある方

勤務先
☞給与や退職金を受け取る方
☞厚生年金、健康保険及び雇用保険の資格を取得される方
☞国民年金の第三号被保険者（例：従業員の配偶者など）

契約先
( 契約先企業・講演等主催企業等 )

報酬、料金、契約金を受け取る方
（例：士業、外交員、集金人、保険代理人、講演料、原稿料　ほか）

不動産業者など
( 不動産仲介料、不動産使用料（家賃 )
を支払う法人等）

不動産業者または法人から年間 100 万円超の不動産譲渡対価、また
は年間 15 万円超の不動産仲介料もしくは不動産使用料（家賃）を
受け取られる方

金融機関など
（銀行、証券会社、生命保険・損害保険

会社、先物取引業者等）

☞金融機関で株、投資信託、公社債などの証券取引をされている方
☞非課税摘要の預貯金・財形貯蓄をされている方
☞生命保険契約・損害保険契約（支払額 100 万円超の死亡保険、年
　間支払保険額 20 万超の年金保険、支払額 100 万超の一時払い特約・
　満期返戻金特約等）、または共済契約をされている方

市町村・都道府県・税務署・
ハローワーク・労働基準監
督署・健康保険組合など

☞社会保障、税、災害対策に係る行政手続きを行う方（例：生活保
護申請、雇用保険の申請、健康保険給付の申請、税の確定申告等）

なお、上記の提供を求める者が電話でマイナンバーの提供を求めることはありません。
※マイナンバーを聞き取ろうとする電話はすぐに切り、警察へ通報してください。

町 の ホ ー ム ペ ー ジ に も マ イ ナ ン
バー関連の情報を掲載しています。
右記ＱＲコードからご覧ください。

通知カードがまだお手元に届いていない場合は、町民課（戸籍住民係）へ早めに問い合わせください。
※住民票が町外の方は、住民票のある市町村へ問い合わせください。

■問い合わせ先
　内閣府　マイナンバー専用コールセンター　☎ 0570-20-0178
　　　　　平日…9 時 30 分～ 22 時　土日祝日…9 時 30 分～ 17 時 30 分
　役場総務課（ 内線 238 　 担当 片貝修）　　　

マイナンバーが必要となる窓口の手続きでは、
通知カードの提示と併せて運転免許証等身分証
明書の提示をお願いしています。

（個人番号カードの交付を受けた方はそれ１枚を
提示していただきます。）
これは、なりすましによる被害等防止のためで
す。ご理解をお願いいたします。

Ū役場բƍӳǘƤέ／東吾妻町役場Ტ☎ 68-2111Უ　Ū役場բƍӳǘƤέ／東吾妻町役場Ტ☎ 68-2111Უ　Ū役場բƍӳǘƤέ／東吾妻町役場Ტ☎ 68-2111Უ　
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【
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
】

　

中
之
条
税
務
署
で
は
次
の
日
程
で
確

定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

■
期
間　

平
成
28
年
2
月
16
日
㈫

～
3
月
15
日
㈫

■
会
場

　

中
之
条
税
務
署　

1
階
会
議
室

■
時
間

　

受
付
…
8
時
30
分
か
ら

　

相
談
…
9
時
～
17
時

※
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
た

　

め
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

　

や
、
受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
告
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
自
宅

で
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
の
で
、

書
面
を
印
刷
し
て
送
付
、
Ｅ
・
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

送
信
（
事
前
準
備
が
必
要
）
の
い
ず
れ
か

で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
へ
】

　

確
定
申
告
書
へ
の
復
興
特
別
所
得
税

額
の
記
載
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
の

隔
年
分
に
つ
い
て
は
所
得
税
と
併
せ
て

復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
お
よ
び
納
付

を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
復
興

特
別
所
得
税
の
額
は
各
年
分
の
基
準
所

得
税
額
（
原
則
、
そ
の
年
分
の
職
税
額

税
の
申
告
に
つ
い
て
２
月
16
日
㈫
～
３
月
15
日
㈪

కϋ

èဎԓƸဎԓǛƢǔ年ƷᲫ月Ძ日ƴ˰ൟႇ᥵ƕƞǕƯƍǔࠊ町஭

　ư行ƍǇƢŵᲫ月Წ日ˌࢸƴ᠃λƞǕƨʴƸŴࢼЭƷࠊ町஭ƴ

　ƓբƍӳǘƤƘƩƞƍŵȕȭーȁȣーȈƸɟᑍႎƳ̊ưƢŵ

■納 税 相 談 フ ロ ー チャ ー ト

中
之
条
税
務
署
で
の

税
の
申
告
に
つ
い
て

కϋ

お知らせコーナー
　

申
告
期
間
中
、
担
当
職
員
が
次
ペ
ー

ジ
の
日
程
表
の
と
お
り
会
場
を
巡
回
し

ま
す
。
対
象
地
区
以
外
の
会
場
で
も
納

税
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
巡
回
会
場

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
職
員
が
各
会
場
に
出
向

い
て
い
る
た
め
役
場
税
務
課
で
は
申
告

事
務
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

◆
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
東
吾
妻

　

町
に
住
所
の
あ
る
人
の
う
ち
、
平
成

　

27
年
中
に
営
業
、
農
業
、
そ
の
ほ
か

　

の
事
業
（
内
職
や
外
交
な
ど
）
不
動
産
、

　

配
当
、
年
金
、
生
命
保
険
な
ど
の
所

　

得
が
あ
っ
た
人

◆
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
東
吾
妻

　

町
に
住
所
の
あ
る
給
与
所
得
者
の
う

　

ち
、
次
の
①
か
ら
⑥
に
該
当
す
る
人

①
平
成
27
年
中
に
退
職
し
た
人

②
日
雇
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

　

の
収
入
が
あ
っ
た
人

③
勤
務
先
な
ど
か
ら
東
吾
妻
町
に
給
与

　

支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

　

人
（
勤
務
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

④
２
カ
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
の

　

支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
人

※
所
得
税
の
確
定
申
告
で
は
、
給
与
以

　

外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
は

　

申
告
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県 
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民
税
で
は
所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら

　

ず
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

⑥
給
与
以
外
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
の

　

う
ち
、
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
人

◆
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
東
吾
妻

　

町
に
住
所
の
あ
る
公
的
年
金
の
受
給
者

　

で
、
次
の
①
か
ら
④
に
該
当
す
る
人

①
公
的
年
金
の
ほ
か
に
所
得
が
あ
る
人

※
公
的
年
金
の
収
入
が
４
０
０
万
円
以

　

下
で
、
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万

　

万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
申
告
義
務

　

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県
民
税
で
は

　

所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
す

　

る
必
要
が
あ
り
ま
す

②
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人
の
う
ち
、

　

東
吾
妻
町
に
公
的
年
金
等
支
払
報
告

　

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
扶

　

養
、
生
命
保
険
料
、
医
療
費
、
社
会
保

　

険
料
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
人

③
収
入
が
な
か
っ
た
人
の
う
ち
、
誰
の

　

扶
養
に
も
入
っ
て
い
な
い
人

④
遺
族
年
金
・
失
業
保
険
・
障
害
者
年

　

金
な
ど
（
特
定
施
設
入
居
者
を
含
む
）

　

を
受
給
し
て
い
る
人

※
た
だ
し
、
平
成
27
年
分
の
所
得
税
の

　

確
定
申
告
を
税
務
署
に
提
出
し
た
人
、

　

勤
務
先
な
ど
で
年
末
調
整
済
み
の
給

　

与
所
得
者
は
、
町
県
民
税
の
申
告
は

　

必
要
あ
り
ま
せ
ん

◆
世
帯
で
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を

　

受
け
る
方
や
各
種
証
明
書
が
必
要
な
方

■
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印

②
源
泉
徴
収
票
（
源
泉
徴
収
票
の
な
い

　

人
は
収
入
金
額
を
証
明
で
き
る
も
の
）

③
営
業
、
農
業
な
ど
に
関
す
る
収
入
金

　

額　
（
出
荷
証
明
書
な
ど
）

④
必
要
経
費
な
ど
の
わ
か
る
帳
簿
、
経

　

費
の
領
収
書

⑤
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
、
農
業
者

　

年
金
、
保
険
税
）、
生
命
保
険
料
・
地

　

震
保
険
料
な
ど
の
支
払
証
明
書
、
そ

　

の
ほ
か
控
除
に
必
要
な
領
収
書
な
ど

⑥
譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
の
あ
る
人
は

　

契
約
書
や
公
共
事
業
用
資
産
の
買
取

　

証
明
書

⑦
牛
の
免
税
所
得
の
あ
る
人
は
売
却
証

　

明
書

■
確
定
申
告
書
の
提
出
期
間　

　

平
成
28
年
２
月
16
日
㈫

～
３
月
15
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

■
受
付
時
間　
９
時
30
分
～
15
時　

※
対
象
地
区
の
ほ
か
、
ど
の
会
場
で
も

　

申
告
で
き
ま
す
。
な
お
、
予
備
日
と

　

し
て
３
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫
も
役
場

　

本
庁
舎
２
階
大
会
議
室
で
申
告
を
受

　

け
付
け
ま
す
。

※
税
務
署
で
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
は
、

　

住
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
之
条
税
務
署

　
（
☎
75
・
３
３
５
５
）

　

役
場
税
務
課　

住
民
税
係

　
（
内
線 

１
３
２　

担
当 

角
田
光
代
）

■巡回日程表
対象地区 期日 会場

東

岡崎 2 月 16 日㈫
東支所
２階　中会議室

箱島 2 月 17 日㈬
新巻 2 月 18 日㈭
五町田・奥田 2 月 19 日㈮

太
田

岩井 2 月 22 日㈪ 太田公民館
（出張所）

１階　会議室
植栗 2 月 23 日㈫
小泉・泉沢 2 月 24 日㈬

岩
島

郷原・矢倉 2 月 25 日㈭
岩島公民館

（出張所）
会議室

岩下・厚田 2 月 26 日㈮
松谷・三島西部 2 月 29 日㈪
三島東部 3 月１日㈫

坂
上

大戸 3 月２日㈬
坂上公民館

（出張所）
２階　会議室

本宿 3 月３日㈭
須賀尾・大柏木 3 月４日㈮
萩生・西榛名 3 月７日㈪

原
町

上之町・下之町・
紺屋町 3 月８日㈫

役場東庁舎
２階　大会議室

新井・上野・
須郷沢・八幡原 3 月９日㈬

在上・在下・
平沢・南町・金井 3 月 10 日㈭

川戸 3 月 11 日㈮
予
備

上 記 の日程に都
合がつかない人

3 月 14 日㈪
3 月 15 日㈫

に
２
・
１
％
の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た

金
額
で
す
）

【
確
定
申
告
と
納
税
の
期
限
等
に
つ
い
て
】

■
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

・
申
告
お
よ
び
納
税
の
期
限

　

平
成
28
年
3
月
15
日
㈫

・
振
替
納
税
利
用
者
の
口
座
振
替
日

　

平
成
28
年
4
月
20
日
㈬

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人

　
事
業
者
）

・
申
告
お
よ
び
納
税
の
期
限

　

平
成
28
年
3
月
31
日
㈭

・
振
替
納
税
利
用
者
の
口
座
振
替
日

　

平
成
28
年
4
月
25
日
㈪

■
贈
与
税

・
申
告
お
よ
び
納
税
の
期
限

　

平
成
28
年
3
月
15
日
㈫

・
振
替
納
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
１
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

　

得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、
振
替
納

　

税
が
便
利
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

※
２
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
消

　

費
税
、
贈
与
税
に
は
延
納
制
度
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
署
へ
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
之
条
税
務
署

　
（
☎
75
・
３
３
５
５
）
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お知らせコーナー

農
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
は
、

農
業
に
使
用
す
る
場
合
で
、
一
定
の
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
課
税
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

■
対
象

　

農
業
を
営
む
人
が
使
用
す
る
農
業
用

の
機
械
で
、
ほ
場
な
ど
で
農
作
業
を
行

う
た
め
に
使
用
す
る
軽
油

■
手
続
き

①
あ
ら
か
じ
め
県
知
事
に
「
免
税
軽
油

　

使
用
者
証
」
と
「
免
税
証
」
の
交
付

　

申
請
を
行
う
。

※
申
請
に
は
「
耕
作
証
明
書
」
や
申
請

　

す
る
機
械
の
確
認
書
類
な
ど
の
添
付

　

が
必
要

②
「
免
税
証
」
の
交
付
を
受
け
、
給
油

　

の
際
に
軽
油
販
売
業
者
に
「
免
税
証
」

　

を
提
出
し
、
免
税
軽
油
を
購
入
・
使

　

用
す
る
。

③
使
用
後
、
数
量
な
ど
を
報
告
す
る
。

■
申
請
期
間　

随
時
、
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
な
お
、
２
月
１
日
～
19

日
に
は
集
中
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
申
請
先　

吾
妻
県
税
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
県
税
事
務
所
（
☎
75
・
３
３
０
０
）

　

吾
妻
農
業
事
務
所
（
☎
75
・
２
３
１
１
）

       

東
吾
妻
町
育
英
貸
与
金
に
つ
い
て
　

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な

学
生
を
援
助
す
る
た
め
、
一
定
の
基
準

に
よ
り
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。

■
対
象
者
（
次
の
両
方
に
該
当
す
る
人
）

①
東
吾
妻
町
に
生
活
の
本
拠
が
あ
り
、　

　

健
康
、
成
績
優
秀
な
生
徒
で
経
済
的

　

理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
人

②
高
等
学
校
お
よ
び
大
学
、
ま
た
は
こ

　

れ
と
同
等
程
度
の
学
校
に
就
学
す
る

　

人（
既
に
就
学
さ
れ
て
い
る
人
で
も
可
）

■
貸
与
限
度
額

▼
高
等
学
校
…
月
額
１
万
５
千
円
以
内

　
（
年
額
18
万
円
以
内
）

▼
大
学
お
よ
び
短
大
な
ど
…
月
額
５
万

　

円
以
内
（
年
額
60
万
円
以
内
）

■
貸
与
方
法

　

４
月
、
10
月
に
６
カ
月
分
を
貸
与

■
貸
与
期
間　

就
学
期
間
中

■
返
済
期
限

▼
高
等
学
校
・
短
大
な
ど
…
卒
業
後
５

　

年
以
内
（
同
等
程
度
の
専
修
専
門
学

　

校
な
ど
を
含
む
）

※
予
備
校
は
不
可

▼
大
学
…
卒
業
後
８
年
以
内

■
申
込
期
限　

平
成
28
年
２
月
29
日
㈪

■
利
子　

無
利
子

■
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
類
は
期
間
中
に
東
吾
妻
町
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
に
用
意
し
ま

す
（
申
請
書
類
が
多
い
た
め
、
お
早
め

に
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
）。

■
そ
の
他

　

審
議
会
の
審
査
に
よ
り
該
当
者
を
決

定
し
、
結
果
に
つ
い
て
は
４
月
上
旬
に

発
送
し
ま
す
。
一
般
入
試
の
結
果
、
就

学
が
不
可
と
な
っ
た
場
合
に
は
貸
与
で

き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　

教
育
課

　
（
☎
59
・
３
０
１
７　

担
当 

猪
野
拓
郎
）

　平成 27 年度の各種募金は皆さまのご協力によりまして次のとおり集まりました。ここでご報告申し上げ、
お礼とさせていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 28 年 1 月 18 日現在）
 ■日赤社費

区分 件数 金額
個人 ( 区長扱い ) 4579 2,296,901
法人 101 801,000
日赤奉仕団 187 93,500
原町日赤扱いなど 369 435,500
合計 5236 3,626,901

■歳末たすけあい募金
区分 件数 金額

一般 ( 区長扱い ) 4,496 917,723
学校 1 10,447
その他（窓口） 6 51,708
合計 4,503 979,878

■赤い羽根共同募金
区分 件数 金額

一般 ( 区長扱い ) 4,559 1,360,773
学校 3 27,306
その他（窓口） 7 8,687
合計 4,569 1,396,766

平成 27 年度各種募金の報告

కϋకϋ
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★
指
定
管
理
継
続
の
ご
案
内

　

ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
㈱
が

平
成
33
年
3
月
ま
で
運
営
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
回
数
券
も
こ
れ
ま
で
ど

お
り
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

★
キ
ッ
ズ
カ
ー
ド
の
利
用
期
限

　

キ
ッ
ズ
カ
ー
ド
の
利
用
期
限
は
平
成

28
年
2
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
他
お
知
ら
せ

・
２
月
14
日
は
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」

　

ご
来
館
の
男
性
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

　

お
配
り
し
ま
す
。

・
個
室
を
利
用
し
て
の
ご
予
約
も
好
評
で

　

す
。
平
日
限
定
で
人
数
が
15
人
以
上

　

集
ま
れ
ば
送
迎
も
ご
相
談
承
り
ま
す

　

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
求
人
情
報
・
接
客
係
募
集

●
業
務
内
容　

営
業
前
・
後
の
清
掃
や

　

お
風
呂
場
・
脱
衣
室
の
清
掃
・
食
事

　

の
配
膳
準
備
な
ど

●
勤
務
時
間　

①
8
時
～
13
時
、
②
17

　

時
～
22
時　

２
交
代
制
（
勤
務
時
間

　

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※
１
カ
月
の
勤
務
シ
フ
ト
制

●
給
与　

時
給
７
７
０
円
以
上

■
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
づ
ま
温
泉
桔
梗
館

　
（
☎
59 

・
３
５
３
３
）

あ
づ
ま
温
泉
桔
梗
館
だ
よ
り

　

岩
櫃
城
温
泉
セ
ン
タ
ー
は
、
上
が
り

湯
修
繕
工
事
の
た
め
、
左
記
の
通
り
臨

時
休
館
、
並
び
に
開
館
時
間
の
変
更
を

行
い
ま
す
。

■
臨
時
休
館
日

　

平
成
28
年
2
月
24
日
㈬

■
開
館
時
間
の
変
更
お
よ
び
変
更
期
間

・
期
間
：
平
成
28
年
２
月
25
日
㈭

～
3
月
18
日
㈮
の
平
日

・
時
間
：
14
時
開
館
（
土
日
は
10
時
開
館

の
通
常
営
業
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
櫃
城
温
泉
セ
ン
タ
ー

（
☎
68
・
２
６
０
１ 

担
当 

蜂
須
賀
久
男
）

岩
櫃
城
温
泉
セ
ン
タ
ー
か
ら
臨
時
休
館
と

開
館
時
間
変
更
の
ご
案
内

■臨時休館開館時間変更の日程表

日 月 火 水 木 金 土

2/21

通常営業

22

通常営業

23

全館休館

24

臨時休館

25

14 時
開館

26

14 時
開館

27

通常営業

28

通常営業

29

14 時
開館

3/1

14 時
開館

２

14 時
開館

３

14 時
開館

４

14 時
開館

５

通常営業

６

通常営業

７

14 時
開館

８

14 時
開館

９

14 時
開館

10

14 時
開館

11

14 時
開館

12

通常営業

13

通常営業

14

14 時
開館

15

14 時
開館

16

14 時
開館

17

14 時
開館

18

14 時
開館

19

通常営業

20

通常営業

21

通常営業

22

全館休館

23

全館休館

24

通常営業

25

通常営業

26

通常営業

※福祉センター・コンベンションホール・健康増進センターは臨時休
館や変更は無く、通常どおり営業をいたします。

県営住宅のご案内
　お住まいをお探しの皆さま県営住宅に入
居しませんか。
■募集時期
　毎年４月・７月・10 月・1 月の年 4 回に
わたり、抽選方式で入居者を決定する定期
募集団地と、随時募集団地があります。
■県営住宅詳細
　募集している団地の情報や申し込み方法
入居資格の詳細については、県住宅供給公
社 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.gunma-jkk.
or.jp/）、募集案内に掲載されていますので
興味のある方はご覧ください。
■４月定期募集
　申込期間…平成 28 年 4 月 1 日～ 15 日
　入居可能日…平成 28 年 7 月 1 日
※申込用紙・募集案内は町建設課・中之条
土木事務所・県住宅供給公社・県民センター
で配布しています
■問い合わせ先
　県住宅供給公社（☎ 027-223-5811）
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東吾妻町スポーツ協会事業参加者募集
　町スポーツ協会ではさまざまなスポーツ事業を予定しており、参加者を募集しています。

ス ポ ー ツ 結 果 ૟ᆅဦ　　

【第 10 回町民卓球大会】
▼期日 平成 28 年３月５日㈯ 
▼会場 奥田社会体育館

【第 10 回町民剣道大会】
▼期日　平成 28 年３月６日㈰
▼会場　原町小学校体育館　

【第 26 回町民スキー講習会】
▼期日　平成 28 年３月６日㈰
▼会場　草津国際スキー場

【第 41 回吾妻郡民体育祭スキー大会】
▼期日　平成 28 年３月６日㈰
▼会場　草津国際スキー場

【第９回町民フットサル大会】
▼期日　平成 28 年３月 13 日㈰　
▼会場　町民体育館

【第２回町民自主参加事業『腰痛予防と改善方法講習会』】
▼期日　平成 28 年３月 19 日㈯　13 時 30 分～ 15 時
▼会場　コンベンションホール
▼講師　原町日赤病院理学療法士　唐沢和彦先生

【第 18 回町民バスケットボール大会】
▼期日　平成 28 年３月 20 日㈰
▼会場　東吾妻中学校体育館
■申し込み・問い合わせ先
　町スポーツ協会事務局　（☎ 59-3370）

　　　　　　平成 27 年度入札結果　　（12 月 24 日 /1 月 22 日執行）

事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

特別養護老人ホームいわびつ荘増床工事 原町 南波建設㈱ 30,300,000 円 保健福祉課

基盤整備促進事業　小泉用水地区　用水路整備工事 泉沢 ㈱たくみ 6,250,000 円 農林課

岩櫃山平沢登山口観光施設整備事業 原町 ㈱大沢建設 4,110,000 円 地域政策課

道路反射鏡設置工事（1 工区） 町内 ㈱信交 1,500,000 円 総務課

道路反射鏡設置工事（2 工区） 町内 中央ライン㈱ 1,650,000 円 総務課

小規模農村整備事業 原町上野地区 排水路整備工事 原町 ㈲清水工務店 3,620,000 円 農林課

健康増進センター運動器具（ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾏｼｰﾝ）購入 原町 ㈱ナカムラ 1,340,000 円 地域政策課

坂上小学校遊具設置及び移設工事 本宿 ㈱ハナワ 3,380,000 円 教育課

太田小学校車椅子対応改修工事 植栗 寺嶋開発㈱ 1,790,000 円 教育課

■問い合わせ先　各担当課まで

スポーツ吹き矢講習会

■開催日　平成 27 年 12 月４日㈰
■場所　町民体育館

第 10 回町民柔道大会

■開催日
　平成 27 年 11 月 13 日㈮
■場所　東吾妻中学校武道場
■結果
　小学生の部優勝…市村穂乃香
中学生男子の部優勝…石綿優太
中学生女子の部優勝…飯塚真愛
　　　一般の部優勝…松井貴之

町民スキー指導者講習会

■開催日　平成 28 年１月９日㈰
■場所　鹿沢スノーエリア

お知らせコーナー
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Ʒ૙Ꮛȭーȳ׎

　国の教育ローンは高校・大学等への入学や
在学中に必要な資金を融資する制度です。
■融資限度額　一人につき 350 万円
■返済期間　15 年以内
■利率　年 2.05％（固定金利）
■問い合わせ先
　日本政策金融公庫（☎ 0570-008656）

みんなの広場 ～投稿コーナー～
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毎月 19 日は　家族でいただきますの日
家族で食卓を囲んでいますか？食卓は豊かな心と体をはぐくみます～群馬の食育～
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４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ○
固定資産税 ○ ○ ○ ○
軽自動車税 ○
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ●
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○

おすすめ健康料理レシピ○119
ƀƳƢƷɥ߸໲ƖƁ

1 ʴЎƷ௿᫱̖　ǨȍȫǮー 138MEaN　ƨǜƺƘឋ 4.3 ᳡　Ꮲឋ 9.3 ᳡　ǫȫǷǦム 22mg　᫢ط 0.6 ᳡

東吾妻町新名物料理コンテスト学生部門特別賞作品

᲻

Ყ஬૰Ტ4 ʴЎᲣᲧ　
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